
平成 30年度「家庭学習質的改善」事例 

【C】既習内容活用型 ①〔佐々木小学校〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【C】既習内容活用型 ②〔国分小学校〕 

 

小学校４年 算数科「角」 

 

○ ねらい 

  分度器を使った模様づくりに取り組ませることをとおして，分度器を使った角のかき方に習熟さ 

せる。＜プログラミング教育＞ 

 

○ 取組の実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 分度器を使って50°の大きさの角をかく。                   ○ 授業で学んだことをもとに，スタート

 から6cm行ったら，左に60°(45°,30°)

 また6cm行ったら左に60°(45°，30°)，

 ・・・を繰り返した模様作りを行う。 

 

 

 

 

 

 

２ 180°より大きい角のかき方を考える。 

３ 分度器を使った模様づくりをする。 

 ・ スタートから6cm行ったら，左に120°，

  また6cm行ったら左に120°，・・・を  

  繰り返す。→えんぴつのような形 

（正六角形） 

 ・ 角度を90°でやってみる。→正方形 

 ・ 角度が60°，45°，30°ではどうなる 

  かな？(課題提示で授業を終了する。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

小学校６年  算数科「速さ」 

 

＜ねらい＞ 
  授業で学習した「速さ」「道のり」「時間」の求め方をもとにし，より日常

生活に近い問題に取り組ませることで活用力の育成を図る。 

 

〔第１時～第５時〕 

「速さ」「道のり」「時間」

の求め方を，４マス関係

表や２本の数直線等を利

用しながら考える。 

 

〔第５時終了後〕 

  授業で学習したことを

もとに，家庭学習で活用

的な問題に挑戦する。 

 

 

 

 

 

 

 

授業① 家庭学習 授業② 

授業 家庭学習 

速さ＝道のり÷時間 

道のり＝速さ×時間 

時間＝道のり÷速さ 

  グラフから取り出し

た情報をもとに，待ち合

わせ時間に間に合うか

を考える問題を解く。 

〔鹿児島学力向上 Webシステム〕 

  家庭学習で解いた活用

的な問題の解説とやり直

しを行う。 

 

  教科書の「チャレンジ

問題」に挑戦し，その後

解説とやり直しを行う。 



小学校４年 算数科「わり算のひっ算・垂直と平行」 

○ 授業 

・わり算の筆算の仕方について，計算の手順を踏まえて学習する。また，表記の仕方や余りの出し方等，筆算を行

う際に注意するポイントも全体で確認する。 

・垂直と平行，それぞれの定義と作図の仕方を学習する。その中で，作図する際の留意事項を伝え，スムーズに垂

直及び平行な直線が描けるように指導する。 

 

○ 家庭学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【C】既習内容活用型 ③〔日当山小学校〕 

 

 

 

 

 

 

 

【家庭学習充実のための取組】 

・ 学習した内容について，学級通信で    

保護者に知らせ，現在どのような学習   

に取り組んでいるのか周知する。 

・ 学習内容の伝達ばかりでなく，児童  

がつまずきやすいポイントや問題を  

解く際のヒント等も記載し，家庭で保 

護者と一緒になって学習に取り組め 

るような情報も提供している。 

・ 家庭での学習について，保護者への  

協力を呼びかけることは多いが，実際  

にどのような点に気をつけて学習の  

様子を見とればよいか保護者にうま 

く伝わらないことも考えられる。しか 

し，こうした取組を行うことで児童ば 

かりでなく，保護者とも連携しながら 

家庭学習の充実を図ることができる。 

 

【C】既習内容活用型 ④〔国分中学校〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校２年 社会科「中国・四国地方」 

資料を活用して考える授業を踏まえた，“考える”家庭学習の在り方 

 

 

 

 

 

 
 

→ 本時で学習した内容を，郷土である霧島市や鹿児島県に置き換え，「鹿児島県や霧島市で人口減

少を防ぐために行われている取組はないか」，各自で調査させ，さらに「自分ならどのような政策

を立てるか」まで意見を書かせた。その“考える”時間が次時へ動態地誌的に接続していくと考

えられる。 

 

家庭学習 

（都市と農村の変化と人々の暮らし③－交通網の発展による地域の変化） 

 

→ 本時では３つの資料をもとに，中国・四国地方の山間部で移動販売車が導入されたり，廃校水族
館が開館したりした理由を「人口減少・過疎化」の視点から考察させた。 

授業 



【C】既習内容活用型 ⑤〔牧之原中学校〕 

 
  中学校１年 社会科「旧石器時代」 
 
○ ねらい： 授業で学習した内容を自分で分かりやすくまとめる。 
 
 
 

 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

  
 

狩猟生活 

岩宿遺跡 

群馬県 
旧石器時代 

打製石器 

相沢忠洋 

新人・ホモ・サピエンス 

学習した重要語句をマッピングする。 授業 

 

課題 ： 授業でマッピングした図を文章で記述し，時代の特色を説明する。 

   
  今回は、旧石器時代に関するマッピングだが、アメリカ合衆国であったり、近畿地方であった 
り、テーマとする課題に関連したものを幾つあげられるか取り組むことで、思考・判断・表現す 
る力を高めたい。 

家庭学習 


